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J-PARC  大強度陽子加速器施設

日本原子力研究開発機構

 

と高エネルギー加速器研究機構の共同事業

世界最高レベルのビーム強度を有する複合陽子加速器施設により多彩な二次粒子を

 用いた新しい研究手段を提供し、物質科学、生命科学、原子核・素粒子物理学など、基

 礎科学から産業応用までの幅広い研究開発を推進する。

核変換実験施設
(第II期計画）

原子核・素粒子実験施設

（ハドロン実験施設）
物質・生命科学実験施設

ニュートリノ実験施設
（神岡検出器へ)

５００ｍ

50GeVシンクロトロン
（0.75MW)

3GeVシンクロトロン
（25Hz,1MW）

リニアック
(400MeV)
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平成20年度後半から物質･生命科学実験施設及び

 原子核・素粒子実験施設の供用開始を予定

J-PARC計画のスケジュール

ビーム試験開始 施設稼動

装置製作・据付

リニアック ビーム試験
ビーム供給

装置製作・据付

3GeVシンクロトロン ビーム試験

ビーム供給

装置製作・据付

50GeVｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ ビーム試験

ビーム供給

装置製作・据付

物質・生命科学 　 ビーム試験・施設稼動

実験施設

装置製作・据付

原子核・素粒子 　 ビーム試験・施設稼動

　（ﾊﾄﾞﾛﾝ実験施設）

装置製作・据付

ﾆｭｰﾄﾘﾉ実験施設
　

J－PARC計画スケジュール

　　実験施設

ビーム試験・施設稼動

H20.1.21

２０年度 ２１年度以降１８年度 １９年度

現在
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現在のJ-PARC

ハドロン実験施設

50 GeVシンクロトロン

リニアック棟

（現在、８割程度が完成）

ここまで

 ビーム

 加速中

3 GeVシンクロトロン棟

リニアック棟加速器トンネル
（平成18年11月からビーム試験開始）

3GeVシンクロトロントンネル
（平成19年10月からビーム試験開始）

ニュートリノ実験施設
（平成21年度から供用開始予定）

建家建設中

原子核素粒子(ハドロン)実験施設
（平成20年度後半から供用開始予定）

機器整備中

50GeVシンクロトロントンネル
（平成20年5月からビーム試験開始予定）

通電試験中

物質・生命科学実験施設
（平成20年度後半から供用開始予定）

第２実験ホール
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米国のSNS 計画（１ＧｅＶ、1.4ＭＷ、２００７年

 
完成）と類似の中性子源及びミュオン施設

物質・生命科学実験施設MLF

中性子実験装置

ミュオン施設

中性子施設

Neutron Beam Lines
(23 total)

中性子ビームライン
（２３ 本）

ターゲットステーション

生成中性子

陽子ビーム

３GeV陽子

ビーム

中性子強度

 

= 1.25x1017個/秒

 

@1MW
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中性子実験装置の整備
•

 
主なマイルストーン

–

 

平成20年5月に1st beam

–

 

平成20年度後半から利用開始

超高分解能粉末

 
回折装置（KEK）
H17-20に整備

生命物質構造解析装置

 
（茨城県）

H17-20に整備

4次元空間中性子探査装置
（競争的資金・科研費）

H17-20に整備

高分解能チョッパー

 
分光器（KEK）
H17-20に整備

低エネルギー分光器

 
（JAEA）

 
H18-20に整備

高性能水平型反射率計

 
（KEK）

 
H17-20に整備

新材料解析装置

 
（JAEA）

H18-20に整備

材料構造解析装置

 
（茨城県）

H17-20に整備

高強度汎用全散乱装置

 
（NEDO-KEK）
H17-20に整備

ダイナミクス解析装置

 
（JAEA）

H20-H22（予定）に整備

ナノ構造解析装置

 
（JAEA）

H20-H22（予定）に整備

基礎物理実験装置
（競争的資金・学術創成）

H19-20に整備

核反応実験装置

 
（競争的資金・JST）

H17-20に整備

KEKJAEA 第三者

設置者
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J-PARCの予算

◆平成２０年度予算

本体建設を完了させ、ビーム試験を実施するとともに、20年度後半から

 各実験施設におけるビーム供用を開始するために必要な経費などを計上。

総額１８９億円（前年度３１１億円）

うち

 
原子力機構分

 
７３億円（１７９億円）

・運営費交付金

 
４５億円（

 
２５億円）

→運転維持費４２億円

 ＝物質・生命科学実験施設が２サイクル44日利用

・施設整備費補助金

 
２８億円（１５４億円）

高エネ機構分

 
１１６億円（１３２億円）

・運営費交付金

 
５２億円（

 
４３億円）

→運転維持費２５億円

 ＝原子核・素粒子実験施設が２サイクル38日利用

・施設整備費補助金

 
６４億円（

 
８９億円）
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